
需給引き締まり警戒で堅調地合に
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台前半で底固く推移した。需要環境に対する信頼感の高まりを背

景に、安値修正の展開が維持された。中国経済の正常化期待に加えて、石油輸出国機構（OPEC）と国

際エネルギー機関（IEA）が強気の需要見通しを示したことで、今後の需給ひっ迫化への警戒感を織り

込む動きが優勢になった。昨年12月5日以来の高値を更新している。

IEAは1月18日に発表した月報で、2023年の世界石油需要が前年比で日量190万バレル増の1億0,170万

バレルになるとの見通しを示した。これは過去最高の需要水準になる。中国でゼロコロナ政策が終了し、

特にジェット燃料需要の拡大見通しが強くなっている。23年初めの段階では国際需給バランスが均衡状

態にあると報告されているが、今後は急速に需給が引き締まる可能性も指摘されている。特にロシア産

の供給に混乱が生じるリスクに強い警戒感が示されている。OPECも1月17日に発表した月報で、中国

の需要見通し改善を報告しており、需給の引き締まりに対する警戒感を高めた。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（1月13日時点）は、原油が前週比841万バレル増、ガソリ

ンが348万バレル増、石油精製品が194万バレル減となった。
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【現状確認】
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需給引き締まり見通しを織り込む、春節でジェット燃料需要拡大

2

【展望】

需要環境に対する信頼感が取り戻される中、底固い展開が続

き易い。中国経済の正常化が急ピッチに進んでおり、新興国

の需要拡大圧力が、国際原油需給を引き締めるリスクが高

まっている。足元では著しい供給不足が発生している訳では

ないが、今後は石油輸出国機構（OPEC）プラスの産油量が

抑制される一方、ロシア産の供給に混乱が生じるリスクも高

く、需給緩和から需給引き締まりに転換するプロセス上にあ

ると評価されている。

中国の春節では、飛行機や自動車を使った移動が活発化する

見通しであり、輸送用エネルギー需要の拡大期待が強い。人

流の活発化で新型コロナウイルスの感染被害が拡大するリス

クに注意が必要だが、いずれにしても中国政府が改めてロッ

クダウン（都市封鎖）などの強力な行動規制に踏み切る可能

性は低く、需要環境の改善傾向は維持される見通しが原油相

場を支援しよう。

世界経済の減速懸念は根強いため、突発的なリスクオフ圧力

が発生すると、原油市場でも利食い売りが膨らむ可能性はあ

る。ただ、マーケットの関心は新興国主導の需要拡大になっ

ており、中国やインド経済に対する信頼感が大きく損なわれ

なければ、押し目買い対応に優位性があろう。

米ベーカー・ヒューズ社が発表した1月20日時点の米石油リ

グ稼働数は、前週比10基減の613基となった。二けたの減少

は2021年9月3日の週以来になる。昨年末との比較でも8基減

少となっている。米シェール企業の増産意欲の乏しさが再確

認できる状況はポジティブ。シェールオイルは増産加速より

も鈍化のリスクの方が強く警戒される状況が続いている。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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